
(57)【要約】

【課題】　複数の吸気弁を持つ４サイクルエンジンの、

一方の吸気弁を通常のバルブタイミングで開閉し、もう

一方の吸気弁のバルブタイミングを可変させて開閉する

ことで、高出力と低燃費を両立した可変ミラーサイクル

エンジンを得る事ができるが、複数の吸気弁は同一線上

のカ厶で駆動する事が多く、直列２気筒以上では、通常

のバルブタイミングの吸気弁と可変できる吸気弁が交互

に現れ、構造が難しかった。

【解決手段】　通常タイミング筒状カム１３を、スプラ

イン部１６で駆動し、可変タイミング筒状カム１４を、

スクリュースプライン部１７で駆動し、カム駆動シャフ

ト１１を軸方向に移動させれば実現できる。しかし、カ

ム駆動シャフト１１はスプライン穴とスクリュースプラ

イン穴の両方を通す事ができないので、組立てできない

。そこで、通常タイミング筒状カム１３と可変タイミン

グ筒状カム１４の穴にはスプラインとスクリュースプラ

インの両方を加工しておけば、組立てられるので、実現

可能となる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 吸 気 弁 を 持 つ ４ サ イ ク ル エ ン ジ ン の 、 一 方 の 吸 気 弁 を 通 常 の バ ル ブ タ イ ミ ン グ で
開 閉 し 、 も う 一 方 の 吸 気 弁 の バ ル ブ タ イ ミ ン グ を 可 変 さ せ て 開 閉 す る こ と で 、 高 出 力 と 低
燃 費 を 両 立 し た 可 変 ミ ラ ー サ イ ク ル エ ン ジ ン を 得 る 事 が で き る 。
　 通 常 タ イ ミ ン グ 筒 状 カ ム １ ３ を 、 カ 厶 駆 動 シ ャ フ ト １ １ の ス プ ラ イ ン 部 １ ６ で 駆 動 し 、
可 変 タ イ ミ ン グ 筒 状 カ ム １ ４ を 、 カ ム 駆 動 シ ャ フ ト １ １ の ス ク リ ュ ー ス プ ラ イ ン 部 １ ７ で
駆 動 し 、 カ ム 駆 動 シ ャ フ ト １ １ を 軸 方 向 に 移 動 さ せ れ ば 実 現 で き る 。 し か し 、 カ 厶 駆 動 シ
ャ フ ト １ １ は 、 ス プ ラ イ ン 穴 と ス ク リ ュ ー ス プ ラ イ ン 穴 の 両 方 を 通 す 事 が で き な い の で 、
組 立 て で き な い 。 そ こ で 、 通 常 タ イ ミ ン グ 筒 状 カ 厶 １ ３ と 可 変 タ イ ミ ン グ 筒 状 カ 厶 １ ４ の
穴 に は 、 ス プ ラ イ ン と ス ク リ ュ ー ス プ ラ イ ン の 両 方 を 加 工 し て お け ば 、 カ ム 駆 動 シ ャ フ ト
１ １ を 通 し て 組 立 て ら れ る の で 、 実 現 可 能 と な る 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 複 数 の 吸 気 弁 を 持 つ ４ サ イ ク ル エ ン ジ ン の 、 一 方 の 吸 気 弁 を 通 常 の バ ル ブ タ イ ミ ン グ で
開 閉 し 、 も う 一 方 の 吸 気 弁 の バ ル ブ タ イ ミ ン グ を 可 変 さ せ て 開 閉 す る こ と で 、 高 出 力 と 低
燃 費 を 両 立 し た 可 変 ミ ラ ー サ イ ク ル エ ン ジ ン を 得 る 事 が で き る 。
　 可 変 で き る 側 の 吸 気 弁 の バ ル ブ タ イ ミ ン グ を 遅 い 方 に 調 節 す る と 、 圧 縮 行 程 を 短 く し た
遅 閉 じ ミ ラ ー サ イ ク ル で 高 効 率 運 転 が で き る 。 早 い 方 に 調 節 す る と 吸 気 の 充 填 効 率 が 上 が
り 高 出 力 を 得 る こ と が で き る 。 バ ル ブ タ イ ミ ン グ を 調 節 す る こ と で 回 転 数 を 調 整 で き る の
で 、 ス ロ ッ ト ル バ ル ブ を 省 略 ま た は 大 き く 開 け ら れ る の で 、 ポ ン ピ ン グ ロ ス が 減 り 、 燃 費
が 良 く な る 。 過 度 な エ ン ジ ン ブ レ ー キ も 小 さ く で き る 。 希 薄 燃 焼 に す る 必 要 が な い の で 通
常 の 触 媒 で 排 気 の 浄 化 を す る こ と が で き る 。
　 し か し 、 よ く 用 い ら れ る Ｏ Ｈ Ｃ や Ｄ Ｏ Ｈ Ｃ の バ ル ブ 駆 動 で は 、 複 数 の 吸 気 弁 は 同 一 線 上
の カ 厶 シ ャ フ ト で 駆 動 す る の で 、 直 列 ２ 気 筒 以 上 で は 、 通 常 の バ ル ブ タ イ ミ ン グ の 吸 気 弁
と 可 変 で き る 吸 気 弁 が 交 互 に 現 れ る 事 に な る の で 、 駆 動 で き る 構 造 に す る こ と が 難 し か っ
た 。
　 通 常 タ イ ミ ン グ 筒 状 カ ム １ ３ を 、 カ ム 駆 動 シ ャ フ ト １ １ の ス プ ラ イ ン 部 １ ６ で 駆 動 し 、
可 変 タ イ ミ ン グ 筒 状 カ ム １ ４ を 、 カ ム 駆 動 シ ャ フ ト １ １ の ス ク リ ュ ー ス プ ラ イ ン 部 １ ７ で
駆 動 し 、 カ ム 駆 動 シ ャ フ ト １ １ を 軸 方 向 に 移 動 さ せ れ ば 実 現 で き る 。 し か し 、 カ ム 駆 動 シ
ャ フ ト １ １ は 、 ス プ ラ イ ン 穴 と ス ク リ ュ ー ス プ ラ イ ン 穴 の 両 方 を 通 す 事 が で き な い の で 、
組 立 て で き な い 。 そ こ で 、 通 常 タ イ ミ ン グ 筒 状 カ ム １ ３ と 可 変 タ イ ミ ン グ 筒 状 カ ム １ ４ の
穴 に は 、 ス プ ラ イ ン と ス ク リ ュ ー ス プ ラ イ ン の 両 方 を 加 工 し て お け ば 、 カ ム 駆 動 シ ャ フ ト
１ １ を 通 し て 組 立 て ら れ る の で 、 実 現 可 能 と な る 。
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 エ ン ジ ン
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の ミ ラ ー サ イ ク ル エ ン ジ ン は 、 圧 縮 ・ 膨 張 比 が 一 定 で 圧 縮 行 程 が 短 い の で 、 排 気 量
の 割 に 燃 費 は 良 い が 、 出 力 は 少 な か っ た 。 カ ム 位 相 角 度 可 変 装 置 で 、 吸 気 側 カ ム を 遅 閉 じ
に 可 変 さ せ る エ ン ジ ン で は 、 吸 気 弁 を 開 か な い う ち に ピ ス ト ン が 下 が る の で ポ ン ピ ン グ ロ
ス が 生 ず る 。
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 複 数 の 吸 気 弁 を 持 つ ４ サ イ ク ル エ ン ジ ン の 、 一 方 の 吸 気 弁 を 通 常 の バ ル ブ タ イ ミ ン グ で
開 閉 し 、 も う 一 方 の 吸 気 弁 の バ ル ブ タ イ ミ ン グ を 可 変 さ せ て 開 閉 す る こ と で 、 高 出 力 と 低
燃 費 を 両 立 し た 可 変 ミ ラ ー サ イ ク ル エ ン ジ ン を 得 る 事 が で き る 。
　 し か し 、 よ く 用 い ら れ る Ｏ Ｈ Ｃ や Ｄ Ｏ Ｈ Ｃ の バ ル ブ 駆 動 で は 、 複 数 の 吸 気 弁 は 同 一 線 上
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の カ ム シ ャ フ ト で 駆 動 す る の で 、 直 列 ２ 気 筒 以 上 で は 、 通 常 の バ ル ブ タ イ ミ ン グ の 吸 気 弁
と 可 変 で き る 吸 気 弁 が 交 互 に 現 れ る 事 に な る の で 、 駆 動 で き る 構 造 に す る こ と が 難 し か っ
た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 通 常 タ イ ミ ン グ 筒 状 カ ム １ ３ を 、 カ ム 駆 動 シ ャ フ ト １ １ の ス プ ラ イ ン 部 １ ６ で 駆 動 し 、
可 変 タ イ ミ ン グ 筒 状 カ ム １ ４ を 、 カ 厶 駆 動 シ ャ フ ト １ １ の ス ク リ ュ ー ス プ ラ イ ン 部 １ ７ で
駆 動 し 、 カ 厶 駆 動 シ ャ フ ト １ １ を 軸 方 向 に 移 動 さ せ れ ば 実 現 で き る 。 し か し 、 カ ム 駆 動 シ
ャ フ ト １ １ は 、 ス プ ラ イ ン 穴 と ス ク リ ュ ー ス プ ラ イ ン 穴 の 両 方 を 通 す 事 が で き な い の で 、
組 立 て で き な い 。 そ こ で 、 通 常 タ イ ミ ン グ 筒 状 カ ム １ ３ と 可 変 タ イ ミ ン グ 筒 状 カ 厶 １ ４ の
穴 に は 、 ス プ ラ イ ン と ス ク リ ュ ー ス プ ラ イ ン の 両 方 を 加 工 し て お け ば 、 カ 厶 駆 動 シ ャ フ ト
１ １ を 通 し て 組 立 て ら れ る の で 、 実 現 可 能 と な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 可 変 で き る 側 の 吸 気 弁 の バ ル ブ タ イ ミ ン グ を 遅 い 方 に 調 節 す る と 、 圧 縮 行 程 を 短 く し た
遅 閉 じ ミ ラ ー サ イ ク ル で 高 効 率 運 転 が で き る 。 早 い 方 に 調 節 す る と 吸 気 の 充 填 効 率 が 上 が
り 高 出 力 を 得 る こ と が で き る 。 バ ル ブ タ イ ミ ン グ を 調 節 す る こ と で 回 転 数 を 調 整 で き る の
で 、 ス ロ ッ ト ル バ ル ブ を 省 略 ま た は 大 き く 開 け ら れ る の で 、 ポ ン ピ ン グ ロ ス が 減 り 、 燃 費
が 良 く な る 。 過 度 な エ ン ジ ン ブ レ ー キ も 小 さ く で き る 。 希 薄 燃 焼 に す る 必 要 が な い の で 通
常 の 触 媒 で 排 気 の 浄 化 を す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 図 １ 】  
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 １ ． ピ ス ト ン
　 ２ ． シ リ ン ダ ー
　 ３ ． コ ン ロ ッ ド
　 ４ ． ク ラ ン ク
　 ５ ． 吸 気 弁
　 ６ ． 排 気 弁
　 ７ ． 吸 気 ポ ー ト
　 ８ ． 排 気 ポ ー ト
　 ９ ． 排 気 側 カ 厶 シ ャ フ ト
１ ０ ． 軸 受 け
１ １ ． カ ム 駆 動 シ ャ フ ト
１ ２ ． ス プ ロ ケ ッ ト
１ ３ ． 通 常 タ イ ミ ン グ 筒 状 カ ム
１ ４ ． 可 変 タ イ ミ ン グ 筒 状 カ ム
１ ５ ． 軸 受 け
１ ６ ． ス プ ラ イ ン 部
１ ７ ． ス ク リ ュ ー ス プ ラ イ ン 部
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【 図 １ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 5月 11日 (2004.5.11)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 図 １ 】 下 ： こ の エ ン ジ ン の ク ラ ン ク 軸 方 向 か ら 見 た 正 面 断 面 図 で あ る 。 上 ： 平 面 図 で あ
る 。 上 右 ： 部 品 １ ３ 、 １ ４ 、 １ １ の 詳 細 図 で あ る 。
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